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○
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を

支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
犯

罪
や
非
行
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
罪
を

犯
し
た
人
や
非
行
に
陥
っ
た
少
年
の
更
生

を
支
え
、
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
明
る
い
地
域

づ
く
り
に
参
加
す
る
こ
と
を
重
点
目
標
と

し
て
、
毎
年
７
月
１
日
～
31
日
の
１
か
月

間
全
国
的
に
行
わ
れ
る
運
動
で
す
。

　

家
庭
・
学
校
・
職
場
・
地
域
社
会
が
一

体
と
な
っ
て
犯
罪
を
誘
発
し
な
い
環
境
を

つ
く
る
た
め
、
地
域
住
民
の
理
解
と
協
力

の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

［
啓
発
パ
レ
ー
ド
］

　

猿
渡
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
に

よ
る
啓
発
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
２
日
㈬　

午
前
11
時
15
分

か
ら

▼
と
こ
ろ　

ア
ピ
タ
知
立
店

　

女
性
に
対
す
る
声
掛
け
、
つ
き
ま
と
い

は
全
体
の
約
50
％
が
学
校
帰
り
、
会
社
帰

り
の
帰
宅
時
間
帯
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

○
わ
い
せ
つ
被
害
の
特
徴

・�

午
後
６
時
～
午
前
２
時
ま
で
の
時
間
に

多
発

・�

駐
車
場
、
道
路
上
な
ど
屋
外
で
の
被
害

が
多
発

・
10
歳
代
～
30
歳
代
が
全
体
の
９
割
以
上

○
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の
対
策

　

帰
宅
時
に
は
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

・�「
も
し
か
し
て
被
害
に
あ
う
か
も
」
と

い
う
防
犯
意
識
を
持
つ
。

・�

人
通
り
の
少
な
い
場
所
、
暗
い
場
所
な

ど
、
で
き
る
だ
け
危
険
な
場
所
に
は
近

付
か
な
い
。

・�

ス
マ
ホ
を
使
用
し
な
が
ら
の
「
な
が
ら

歩
き
」
を
し
な
い
。

・�

万
一
の
場
合
は
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
へ
逃
げ

込
み
、
助
け
を
呼
ぶ
。

　

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平

成
15
年
法
律
第
77
号
）
第
32
条
第
２
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
境
川
・
猿
渡
川
流
域
の

都
市
浸
水
想
定
区
域
を
指
定
す
る
と
と
も

に
、
都
市
浸
水
想
定
区
域
図
を
公
表
し
ま

す
。

　

都
市
浸
水
区
域
想
定
図
と
は
、
一
時
的

に
大
量
の
降
雨
が
生
じ
た
場
合
、
こ
の
雨

水
を
下
水
道
・
河
川
等
に
排
水
で
き
な
い

こ
と
に
よ
っ
て
発
生
が
予
想
さ
れ
る
浸
水

に
つ
い
て
、
そ
の
区
域
と
想
定
さ
れ
る
水

深
な
ど
を
示
す
も
の
で
す
。（
平
成
26
年

７
月
１
日
指
定
）

▼
縦
覧
場
所　

下
水
道
課

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.chiryu.aichi.jp/

0000011721.htm
l

第58回
史跡八橋かきつばたを写す会
入賞者決定
　県の花、市の花である「かきつばた」を広く紹介し、観光
宣伝に使用することを目的に開催された「史跡八橋かきつば
たを写す会」の入賞者が決定しました。
　今年度は495点の応募作品の中から厳選なる審査の結果、
「推薦」の岡田泰之さんを始め、次の皆さんが入賞されました。
　なお、入賞作品は7月1日㈫～15日㈫まで、中央公民館1階
ホールに展示しますのでぜひご覧ください。
▶問合せ　観光協会事務局（経済課内　内線211・212）

賞 氏名（住所） 賞 氏名（住所）
推　薦 岡田泰之（刈谷市）

入　選

樋田美幸（知立市） 山口正（安城市）

特　選 戸軽邦明（知立市） 杉浦勝利（西尾市） 宮脇昭弘（名古屋市）杉浦秀夫（安城市）

準特選
大戸善雄（知多市） 螺澤鎭雄（知立市） 森下秀幸（刈谷市） 寺田茂樹（知立市）

水野公三（多治見市） 大口芳子（刈谷市） 諸橋貞夫（安城市）

入　選
柴田潔（岡崎市） 菱木一光（知立市） 小伊豆忠（知立市） 鈴木勝則（碧南市）

奥村賢二（稲沢市） 井上幸憲（豊田市） 榎本清司（鈴鹿市） 鈴木大成（知立市）

大木知子（豊橋市） 中野英意（豊田市） 遠藤俊次（豊田市） 丹沢文衛（知多市）

□入賞者一覧 （敬称略）

【
推
薦
】
岡
田
泰
之
さ
ん
の
作
品

﹁
花
に
見
と
れ
て
﹂

第
64
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

福
祉
課�

保
護
援
護
係（
☎
（95）
０
１
４
９
）

都
市
浸
水
想
定
区
域
図
の
公
表

下
水
道
課�

下
水
工
務
係（
☎
（95）
０
１
３
４
）

帰
宅
時
ご
用
心

安
城
警
察
署　
　
　

�（
☎
（76）
０
１
１
０
）

安
心
安
全
課�

防
犯
交
通
係

　
　
　
　
　
　
　
　

�（
☎
（95）
０
１
１
５
）
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夏
本
番
を
迎
え
、
海
や
山
の
レ
ジ
ャ
ー

シ
ー
ズ
ン
の
本
格
的
な
到
来
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
行
楽
の
た
め
に
自
動
車

を
運
転
す
る
機
会
が
増
え
る
ほ
か
、
暑
さ

や
レ
ジ
ャ
ー
の
疲
れ
か
ら
注
意
力
が
散
漫

に
な
り
が
ち
で
す
。
ま
た
、
夏
休
み
を
控

え
て
屋
外
で
遊
ぶ
子
ど
も
や
、
夕
涼
み
な

ど
で
外
出
す
る
人
も
増
え
る
た
め
、
交
通

事
故
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
夏
特
有
の
開
放
感
や
各
種
の

祭
礼
な
ど
で
飲
酒
の
機
会
も
増
え
、
飲
酒

運
転
に
よ
る
交
通
事
故
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
重
点
項
目
を
か

か
げ
、
夏
の
交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
、

交
通
事
故
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

・�

子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事
故
か

ら
守
ろ
う
。

・�

全
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着

用
し
よ
う
。

・
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う
。

　　

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補
助

を
受
け
て
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大
戦
で

父
等
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象

と
し
て
、
父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪

れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地

域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
は
か
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
実
施
地
域

【
広
域
地
域
】
①
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
②

旧
ソ
連
③
マ
リ
ア
ナ
諸
島
④
東
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
（
１
次
）
⑤
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ

諸
島
⑥
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
⑦
フ
ィ

リ
ピ
ン（
１
次
）⑧
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
⑨
ミ
ャ

ン
マ
ー
（
１
次
）
⑩
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡

⑪
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
２
次
）
⑫
ミ
ャ

ン
マ
ー
・
イ
ン
ド
（
２
次
）
⑬
フ
ィ
リ
ピ

ン
（
２
次
）
⑭
中
国

【
特
定
地
域
】
①
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
②

ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
③
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル

バ
ー
ト
諸
島

▼
費
用　

参
加
費
と
し
て
９
万
円

▼
申
込
み　

県
遺
族
連
合
会
（
☎
０
５
２

（231）
６
５
０
４
）
へ
。

１
．
新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　

現
在
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
保
険
証

（
藤
色
）
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
で

す
。
８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
保
険
証

（
オ
レ
ン
ジ
色
）
を
、
７
月
中
旬
か
ら

下
旬
に
か
け
て
簡
易
書
留
郵
便
で
お
送

り
し
ま
す
。

　

簡
易
書
留
郵
便
は
、
受
け
取
る
と
き

に
押
印
ま
た
は
署
名
が
必
要
で
す
。
配

達
時
に
不
在
の
場
合
は
、
郵
便
受
け
に

案
内
が
入
り
ま
す
の
で
、
郵
便
局
に
再

配
達
の
依
頼
を
す
る
か
、
直
接
受
け
取

り
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

２
．
郵
便
支
店
で
の
留
置
期
間
を
超
え

た
保
険
証
は
市
役
所
に
返
還
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
場
合
は
国
保
医
療
課
の
窓
口
で

お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
現
在
の
保
険

証
・
印
鑑
、
窓
口
に
来
る
人
の
身
分
証

明
書
（
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
運
転
免

許
証
な
ど
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
本
人
ま
た
は
世
帯
主
以
外
が
受
取
り

に
く
る
場
合
は
、委
任
状
も
必
要
で
す
。

３
．
住
民
登
録
地
と
異
な
る
場
所
へ
保

険
証
の
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、
国

保
医
療
課
へ
申
請
が
必
要
で
す
。

〇
す
で
に
「
送
付
先
変
更
申
請
書
」
を

提
出
さ
れ
て
い
る
場
合
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

〇「
転
送
不
要
」と
な
っ
て
い
る
た
め
、

郵
便
支
店
へ
の
転
送
届
で
は
転
送
さ
れ

ま
せ
ん
。

〇
申
請
は
７
月
14
日
㈪
ま
で
に
、
窓
口

に
来
る
人
の
印
鑑
と
身
分
証
明
書
（
保

険
証
、年
金
手
帳
、運
転
免
許
証
な
ど
）

を
持
っ
て
国
保
医
療
課
へ
。
本
人
ま
た

は
、
世
帯
主
以
外
が
申
請
に
く
る
場
合

は
、
委
任
状
も
必
要
で
す
。

４
．
保
険
証
の
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

　

有
効
期
限
が
過
ぎ
た
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
は
回
収
し
ま
す
。
市
役

所
に
お
越
し
の
際
に
国
保
医
療
課
へ
ご

返
却
い
た
だ
く
か
、
下
記
施
設
の
回
収

箱
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
回
収
箱
に

投
函
で
き
な
い
場
合
は
、
ハ
サ
ミ
等
で

切
っ
て
使
用
で
き
な
い
よ
う
に
し
て
廃

棄
し
て
く
だ
さ
い
。

○
回
収
箱
の
あ
る
施
設（
９
月
末
ま
で
）

市
役
所（
国
保
医
療
課
）、中
央
公
民
館
、

福
祉
体
育
館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
リ
リ

オ
出
張
所
、
文
化
会
館
（
パ
テ
ィ
オ
池

鯉
鮒
）、
昭
和
児
童
セ
ン
タ
ー
、
図
書

館
、
知
立
文
化
広
場
、
西
丘
文
化
セ
ン

タ
ー
、
猿
渡
公
民
館
、
福
祉
の
里
八
ツ

田
（
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
い
き
が
い

セ
ン
タ
ー
）

▼
問
合
せ　

国
保
医
療
課　

医
療
係

（
☎
（95）
０
１
５
１
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
　
保
険
証
の
更
新

　春の叙勲受章者が、4月29日に発令されま
した。受章おめでとうございます。
瑞宝双光章　警察功労
　神谷　三男 氏（南新地）
　広報6月16日号に掲載しました「春の叙勲受章
者」について、掲載漏れがありました。ここに
深くお詫び申し上げます。
▶問合せ　協働推進課　秘書広報係（☎95-0112）

夏
の
交
通
安
全
運
動

７
月
11
日
㈮
～
20
日
㈰

安
心
安
全
課 

防
犯
交
通
係

（
☎
（95）
０
１
１
５
）

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
の
参
加
者
募
集

一
般
財
団
法
人 

日
本
遺
族
会
事
務
局

（
☎
（03）
３
２
６
１
―
５
５
２
１
）

春の叙勲受章者
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※問合せは知立市役所

TEL 0566－83－1111（代表）
FAX 0566－83－1141
E-mail : info@city.chiryu.lg.jp

《
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率

改
定
の
お
知
ら
せ
》

　

保
険
料
の
改
定
は
２
年
ご
と
に
、
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
行
い
ま
す
。

　

平
成
26
・
27
年
度
の
保
険
料
は
次
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

１
人
当
た
り
の
平
均
保
険
料
は
８
万
２

千
584
円
で
、
24
・
25
年
度
よ
り
3.28
％
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

○
保
険
料
が
増
加
す
る
理
由

・�

被
保
険
者
１
人
当
た
り
の
医
療
給
付
費

が
伸
び
た

・
高
齢
者
人
口
が
増
加
し
た

■
保
険
料
の
計
算
方
法

　

１
人
当
た
り
の
上
限
額
は
57
万
円
で

す
。（
平
成
25
年
度
ま
で
は
55
万
円
）

保険料のお知らせをお送りします

保険料の支払方法・納期

平
成
26
年
度 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
入
通
知
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

▼
問
合
せ　

国
保
医
療
課　

医
療
係
（
☎
（95）
０
１
５
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

  

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合（
☎
０
５
２
（955）
１
２
２
３
）

平成26年度後期高齢者医療保険料納入通知書を送付します。
7月中旬以降、
・特別徴収対象者→「後期高齢者医療保険料額決定通知書・保険料特別徴収開始通知書」
・普通徴収対象者→「後期高齢者医療保険料納入通知書兼領収書」
が送付されます。

○特別徴収
　年金からの天引きです。ただし、年金の額が年間18万円以下の人、または介護保険料と合わせ
た保険料額が年金額の2分の1を超える場合は天引きとはなりません。特別な事情で年金天引きに
ならない人もいます。
・納期（4月1日～翌年3月31日分を6期で割ります。）

第1期 第2期 第3期 第4期 第5期 第6期

4月 6月 8月 10月 12月 2月

○普通徴収
　年金からの天引きとならない人については、口座振替や納付書等で個別に納めていただきます。
（7月～9月までは普通徴収、10月からは特別徴収となる場合もあります。）
・納期（4月1日～翌年3月31日分を8期で割ります。）

第1期 第2期 第3期 第4期 第5期 第6期 第7期 第8期

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

◎口座振替による納付の注意
・�以前に国民健康保険税の口座振替をされていた場合でも、改めて後期高齢者医療保険料の口座
振替依頼書を提出されない限り、口座振替されません。
・�後期高齢者医療制度に加入後、半年程度は納付書か口座振替（要依頼）により納めていただき
ます。原則、年金天引きが可能な人については、口座振替依頼書を提出している場合でも、年
金天引きが優先されます。年金天引きによらず口座振替のみでの納付を希望される人は、市役
所で「納付方法変更申出書」を提出してください。

平成24・25年度の保険料率

所得割率　　　　8.55%

均等割額　　　43,510円

⇩
平成26・27年度の保険料率

所得割率　　　　9.00%

均等割額　　　45,761円

保険料額

＝
均等割額
45,761円

＋
所得割額（総所得金額
－33万円）×9.00％
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▼
展
示
入
札
期
間　

７
月
１
日
㈫
～
13
日

㈰▼
と
こ
ろ　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
Ｋ
Ｃ

（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
管
理
棟
２
階
）

▼
内
容　

粗
大
ご
み
と
し
て
捨
て
ら
れ
た

家
具
な
ど
を
簡
単
に
補
修
し
、
入
札
を
行

い
ま
す
。
応
札
価
格
は
100
円
か
ら
で
す
。

▼
対
象　

刈
谷
市
ま
た
は
知
立
市
在
住
の

人▼
開
札
・
連
絡
・
引
渡
期
間　

７
月
16
日

㈬
～
20
日
㈰

○
引
渡
期
間
厳
守
。
期
限
ま
で
に
取
り
に

来
ら
れ
な
い
場
合
は
落
札
無
効
と
な
り
ま

す
。

○
引
渡
時
は
本
人
確
認
で
き
る
も
の
を
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
展
示
品
の
状
態
を
確
認
の
う
え
、
責
任

を
持
っ
て
入
札
し
て
く
だ
さ
い
。

○
営
利
目
的
の
入
札
、
返
品
お
よ
び
キ
ャ

ン
セ
ル
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
運
び
出
し
は
自
己

搬
出
で
す
。

▼
と
き　

８
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰　

午
前

９
時
10
分
～
午
後
４
時
30
分
（
２
日
目
は

午
後
３
時
40
分
ま
で
）

▼
訓
練
内
容　

マ
イ
コ
ン
の
概
要
、
入
出

力
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ　

使
用
機
器
：

PICK
it2

、M
PLA

B�X
ID
E

、
Ｉ
Ｃ
ト

レ
ー
ナ

▼
対
象　

マ
イ
コ
ン
の
基
礎
を
習
得
し
た

い
人

▼
募
集
人
数　

15
人

▼
受
講
料　

２
千
300
円

▼
申
込
み　

往
復
は
が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
に
講
座
名
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
職
業
を
記
入

し
、
８
月
７
日
㈭
ま
で
に
県
立
岡
崎
高
等

技
術
専
門
校
（
〒
444
―
０
８
０
２　

岡
崎

市
美
合
町
平
端
24
番
地　

Ｅ
メ
ー
ル

okazaki-senm
onko@

pref.aichi.
lg.jp

）
へ
。

※�
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定

し
、
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰　

午
前

９
時
10
分
～
午
後
４
時
30
分
（
２
日
目
は

午
後
３
時
40
分
ま
で
）

▼
と
こ
ろ　

県
立
高
浜
高
等
技
術
専
門
校

▼
対
象　

第
二
種
電
気
工
事
士
の
資
格
取

得
を
目
指
す
人

▼
定
員　

20
人

▼
受
講
料　

２
千
300
円

▼
費
用　

材
料
・
テ
キ
ス
ト
代
（
各
自
で

用
意
）

▼
申
込
み　

は
が
き
に
講
座
名
・
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・

勤
務
先
名
・
勤
務
先
電
話
番
号
を
記
入
し
、

７
月
11
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
県
立
高
浜

高
等
技
術
専
門
校
（
〒
444
―
１
３
２
４　

高
浜
市
碧
海
町
４
―
１
―
６
）
へ
。

※�

Ｅ
メ
ー
ル
で
の
申
込
み
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/shugyo/

koukyou/takaham
a/

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

　
▼
と
き　

９
月
２
日
㈫
～
11
月
５
日
㈬
の

毎
週
火
～
木
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
５

時▼
と
こ
ろ　

岡
崎
市
産
業
人
材
支
援
セ
ン

タ
ー
（
岡
崎
市
羽
根
町
字
小
豆
坂
117
番
地

３
）

▼
内
容　

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
を
使
用
し

た
文
書
作
成
や
表
作
成

▼
対
象　

障
害
者
手
帳
所
持
者
（
身
体
・

精
神
等
。
車
椅
子
の
人
は
不
可
）
で
、
健

常
者
用
の
パ
ソ
コ
ン
が
操
作
可
能
な
人

▼
定
員　

７
人
（
面
接
で
選
考
）

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
込
み　

８
月
５
日
㈫
ま
で
に
、
公
共

職
業
安
定
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

受
講
に
は
安
定
所
で
の
求
職
登
録
が
必

要
で
す
。

□
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
２
０
１
３
基
礎

▼
と
き　

７
月
27
日
㈰
・
８
月
３
日
㈰
の

２
日
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
応
募
締
切　

７
月
18
日
㈮
（
必
着
）

□
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
入
門
（
２
次
元
）

▼
と
き　

８
月
17
日
㈰
・
24
日
㈰
の
２
日

間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
応
募
締
切　

８
月
８
日
㈮
（
必
着
）

□
共
通

▼
と
こ
ろ　

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校▼
対
象　

主
に
在
職
中
の
障
が
い
者
の
人

で
、
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
で
き

る
人　

▼
定
員　

各
コ
ー
ス
10
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）　

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
込
み　

訓
練
コ
ー
ス
名
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
生
年
月
日
、
障
が

い
の
程
度
を
記
入
し
て
、
Ｅ
メ
ー
ル
・

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
愛
知
障
害
者

職
業
能
力
開
発
校
（
〒
441
―
１
２
３
１

豊
川
市
一
宮
町
上
新
切
33
―
14　

Ｆ
Ａ

Ｘ�

０
５
３
３
（93）
６
５
５
４　

Ｅ
メ
ー

ル�noryokukaihatsuko@
pref.aichi.

lg.jp

）
ヘ
。

※�

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
所
定
の
様
式
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座 

マ
イ
コ
ン

基
礎
︵
在
職
者
対
象
訓
練
︶

県
立
岡
崎
高
等
技
術
専
門
校�

在
職
者

訓
練
担
当（
☎
０
５
６
４
（51）
０
７
７
５
）

リ
サ
イ
ク
ル
家
具
な
ど
の
展
示
・
販
売

刈
谷
知
立
環
境
組
合
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
☎
（21）
７
２
５
１
）

在
職
者
対
象
訓
練

「
電
気
工
事
士
技
能
講
座
」

県
立
高
浜
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
（53）
０
０
３
１
）

障
害
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座　

︵
在
職
者
対
象
訓
練
︶

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

（
☎
０
５
３
３
（93）
２
１
０
２
）

愛
知
県
障
害
者
委
託
訓
練
岡
崎

情
報 

︱
パ
ソ
コ
ン
初
級
コ
ー
ス

刈
谷
公
共
職
業
安
定
所（
☎
（21）
５
０
０
１
）

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

（
☎
０
５
３
３
（93）
２
１
０
２
）
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※問合せは知立市役所

TEL 0566－83－1111（代表）
FAX 0566－83－1141
E-mail : info@city.chiryu.lg.jp

　中小企業の自主的な環境配慮の取組を支援するため、「エコアクション21」の導入に向けたセミナー・研修会を
開催します。エコアクション21は、環境省が策定し、普及を進めている環境マネジメントシステムで、中小企業
の皆さんが容易に取り組めるよう工夫されています。本システムに取り組むことで、環境面だけでなく、経費の削
減や生産性の向上など経営面での効果も期待できます。

　セミナーでは、「エコアクション21」の導入のメリッ
トや取組事例を紹介します。環境経営に関心のある皆
さんの参加をお待ちしています。

　研修会では、審査人からエコアクション21の解説や
具体的な取組に対するアドバイスを受けることができ、
受講から8か月程度で審査を経て認証登録することが可
能となります。皆さんの参加をお待ちしています。

エコアクション21

とき 7月25日㈮　午後2時～4時

ところ 愛知県自治センター5階　研修室
（名古屋市中区三の丸三丁目1番2号）

対象者・
定員 事業者（定員60人）

参加費 無料

内容

◆エコアクション21（環境経営マネジメ
ントシステム）の導入と企業価値の向上に
ついて
◇講師　 水谷研一郎氏（エコアクション

21審査人、アイシン精機株式会
社ＴＱＭ・ＰＭ・ＩＳＯ推進部）

◆認証を取得した事業者による取組事例の
紹介
◇講師　 平岩久和氏（広栄樹脂株式会社　

製造部製造課）

◆個別相談（終了後、希望事業者のみ）

申込み・
問合せ

参加申込書に必要事項を記入し、7月22日
㈫までにＦＡＸまたはＥメールで県環境部
環境活動推進課（☎052-954-6241　FAX 
052-954-6914　Ｅメール kankyokatsudo
@pref.aichi.lg.jp）へ。

とき

8月25日 ㈪、9月18日 ㈭、10月16日 ㈭、
11月20日㈭、12月18日㈭、平成27年2月
19日㈭
いずれも午後1時30分～5時
※ 計6回全てに参加いただく必要がありま

す。

ところ

【尾張会場】あいち環境学習プラザ　セミ
ナー室（県東大手庁舎1階）

【三河会場】県西三河総合庁舎7階
703会議室

対象者・
定員

エコアクション21の認証取得を目指す事
業者（定員　各会場で20事業者）

参加費 無料

内容

エコアクション21の認証取得･登録ができ
るよう、全6回の講義を通じて、エコアク
ション21の審査人が具体的にアドバイス
する。

申込み・
問合せ

参加申込書に必要事項を記入し、8月8日
㈮までにＦＡＸまたはＥメールで県環境部
環境活動推進課（☎052-954-6241　FAX 
052-954-6914　Ｅメール kankyokatsudo
@pref.aichi.lg.jp）へ。

環境マネジメントシステム環境マネジメントシステム環境マネジメントシステム
普及促進セミナー普及促進セミナー普及促進セミナー

エコアクション21エコアクション21エコアクション21
認証取得支援研修会認証取得支援研修会認証取得支援研修会

～エコアクション21の導入をサポート！～

　

６
月
１
日
㈰
の
７
万
人
ク
リ
ー
ン
サ

ン
デ
ー
に
は
、
約
４
千
600
人
の
市
民
・

企
業
・
協
力
団
体
の
皆
さ
ん
に
早
朝
か

ら
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
今
回
集
め

ら
れ
た
ご
み
の
量
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
を
捨
て

な
い
誓
い
を
た
て
て
、
ポ
イ
捨
て
の
な

い
、
住
み
よ
い
き
れ
い
な
ま
ち
に
す
る

た
め
、
今
後
も
実
施
し
て
い
き
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

み
ん
な
で
拾
っ
た
ご
み
の
総
量
は

 

２
千
893
㎏

　

燃
え
る
ご
み 

１
千
920
㎏

　

燃
え
な
い
ご
み 

280
㎏

　

ア
ル
ミ
缶 

114
㎏

　

ス
チ
ー
ル
缶 

173
㎏

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル 

130
㎏

　

び
ん 

152
㎏

　

埋
立
ご
み 

82
㎏

　

有
害
ご
み 

42
㎏

▼
問
合
せ　

環
境
課　

ご
み
減
量
係

（
☎
（95）
０
１
２
６
）

第
24
回
７
万
人
ク
リ
ー
ン
サ
ン
デ
ー

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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